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童謡賛歌④

いい旅、二人旅、心の旅 現代版「西国巡礼の旅」
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骨骨粗粗鬆鬆症症～～ほほんんととううののここわわささははここここににああるる！勝目 宏

病をふせぐ

2002年・秋冬号

作
詞
　
野
口
雨
情

作
曲
　
中
山
晋
平

証
　
証
　
証
城
寺
　
　
証
城
寺
の
庭
は

ツ
　
ツ
　
月
夜
だ
　
皆
出
て
来
い
来
い
来
い

己
等
お
い
ら

の
友
達
ア
　
　
ぽ
ん
ぽ
こ
ぽ
ん
の
ぽ
ん

負
け
る
な
　
負
け
る
な

和
尚
さ
ん
に
負
け
る
な

来
い
　
来
い
　
来
い
　
来
い
来
い
来
い

皆
出
て
　
来
い
来
い
来
い

証
　
証
　
証
城
寺
　
　
証
城
寺
の
萩
は

ツ
　
ツ
　
月
夜
に
花
盛
り
　

己
等
は
浮
か
れ
て
　
ぽ
ん
ぽ
こ
ぽ
ん
の
ぽ
ん

表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「証城寺の狸ばやし」をイメージして描いたCG

作品。本橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世界

をＣＧで表現し注目を集めています。2000年、絵本『よう

こそ歌の童画館』（新科学出版社)発刊。個展や各種展覧会へ

出品、ポスターやタウン誌の表紙なども手がけています。

千葉県木更津市

おおいいししいい時時間間 ④④

成田羊かん博物館、芝山鉄道開通、千葉県生涯大学校ほか

生涯現役 大川義雄さん

●指導／千葉伝統郷土料理研究会　三橋 早苗

口
ず
さ
め
ば
自
然
と
踊
り
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
歌

で
す
。「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」「
七
つ
の
子
」
な
ど
の
代

表
作
で
知
ら
れ
る
詩
人
・
野
口
雨
情
と
、「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
作
曲
家
・
中
山
晋

平
の
名
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
大
正
時
代
に
誕
生
し
、
愛
唱

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
1
9
1
9
年
、
講
演
で
木
更
津
を

訪
れ
た
雨
情
は
、
矢
那
川
の
そ
ば
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ

證
誠
寺
に
残
る
狸
ば
や
し
の
伝
説
を
耳
に
し
ま
す
。
童

謡
に
は
格
好
の
話
に
出
会
っ
た
雨
情
は
ど
ん
な
に
喜
ん

だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
元
の
依
頼
で
で
き
た
詩
は
広
報

誌
「
き
さ
ら
づ
」
に
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
知
ら
れ

て
い
る
歌
詞
は
そ
の
後
に
改
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

陽
気
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
英
語
の
替
え
歌
「
カ
ム
・
カ
ム
・

エ
ブ
リ
バ
デ
ィ
」
に
な
り
、
終
戦
の
翌
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
ラ
ジ
オ
番
組「
英
語
会
話
」の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
な
り

ま
す
。当
時「
リ
ン
ゴ
の
唄
」と
並
ん
で
流
行
し
ま
し
た
。

住
職
と
腹
鼓
を
競
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
大
狸
。
そ

の
供
養
の
た
め
に
始
ま
っ
た
「
狸
ま
つ
り
」
が
毎
年
10

月
中
旬
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
小
学
生
が
か
わ

い
ら
し
い
狸
に
な
っ
て
、童
謡
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

向後寛治さん



■狸ばやし童謡碑

證誠寺境内に昭和31年に建立されました。作詞者直筆
の詩と作曲者直筆の五線譜が刻まれています。近くに
狸塚もあります。JR木更津駅から徒歩約10分。

證誠寺の狸まつり。毎年多くの人が訪れます　 千葉県観光協会

3

■愛称「たぬき横丁」

木更津駅西口から證誠寺の方向に延びる商店街で、正
式には「みまち通り」。今年連続テレビドラマ「木更
津キャッツアイ」のロケ地になり、話題を呼びました。
地元では続編を要望する声が高まってきています。

■中の島大橋

木更津港にある鳥居崎海浜公園と中の島公園を結ぶ歩
道橋。高さ25mで東京湾アクアラインも遠望できます。
JR木更津駅から徒歩約20分。

★木更津市観光協会 0438-22-7711

H・P http://www.kisarazu.gr.jp/
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二十一番札所

善峰寺境内に建つ弘法大師修行像

西
山
の
峰
々
。
山
腹
に
善
峰
寺
が
あ
り
ま
す

二十番札所

善
峰
寺
奥
の
院
薬
師
堂
か
ら
眼
下
に

広
が
る
京
都
市
街
と
比
叡
山
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「
良
峯
・
・

寺
」の

寺
号(

1
1
9

2
年
、
現
在

の
寺
号
に
改

変)

を
賜
っ
て

以
来
、
西
山

を
代
表
す
る

名
刹
と
し
て

栄
え
ま
す
が
、

五
十
余
り
に

も
な
っ
て
い

た
堂
塔
は
応

仁
の
乱(

1
4

6
7
〜
1
4

に
ぎ
わ
い
ま
す(

期
間

内
午
前
8
時
〜
午
後
3

時
、
随
時
受
付)

。百
薬

湯
で
、
神
経
痛
、
腰
痛

の
ほ
か
諸
病
に
き
く
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

7
7)

に
よ
っ
て
消
失
し
ま
す
。
現
在
の
諸
堂
の
多

く
は
、
江
戸
時
代
に
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
母
・

桂
昌
院

け
い
し
ょ
う
い
ん

の
帰
依
を
受
け
、
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

■
樹
齢
6
0
0
年
「
遊
龍
の
松
」は
必
見

桂
昌
院
お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
高
さ

2
m
、
全
長
54
m
の
五
葉
松
は
、
そ
の
姿
か
ら
地

を
は
う
龍
に
た
と
え
ら
れ
、
遊
龍
の
松
の
名
で
知

ら
れ
て
い
ま
す(

天
然
記
念
物
指
定)

。
起
伏
に
飛

ん
だ
伽
藍
は
、
四
季
折
々
に
美
し
い
草
花
木(

梅
、

桜
、
ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
、
紫
陽
花
、
菊
、
紅
葉
、

南
天
、
山
茶
花
、
椿
な
ど)

に
彩
ら
れ
、
見
事
で
す
。

回
遊
式
の
境
内
を
巡
れ
ば
、
手
入
れ
の
行
き
届
い

た
庭
園
の
調
和
の
美
に
圧
倒
さ
れ
、
し
ば
し
俗
世

を
忘
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
「
極
楽
」
は
、
五
月
か
ら
十
月
ま

で
の
第
2
日
曜
日
に
参
拝
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
る
薬

湯
風
呂
で
す
。
そ
の
日
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

■
綱
吉
の
生
母
・
桂
昌
院
が
中
興

京
の
西
、
西
山
と
呼
ば
れ
る
峰
々
の
中
腹
に
あ

り
ま
す
。
京
都
市
内
を
一
望
で
き
る
、
自
然
に
囲

ま
れ
た
美
し
い
山
寺
で
す
。

創
建
は
、
長
元
2
年(

1
0
2
9)

、
比
叡
山
横よ

川か
わ

の
恵え

心し
ん

僧そ
う

都ず(

源
信)

の
弟
子
・
源
算

げ
ん
ざ
ん

上
人

し
ょ
う
に
ん

が
、

座
禅
中
に
霊
感
を
得
て
こ
の
地
に
小
堂
を
建
て
、
自
作
の

十
一
面
千
手
観
音
を
ま
つ
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
寺
の
建
立
に
あ
た
り
、
一
帯
の
山
の
険
し
さ
に
上

人
が
困
っ
て
い
る
と
、
夢
枕
に
老
翁
が
立
ち
、「
力
を
貸

し
て
あ
げ
よ
う
」
と
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
夜
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
猪
の
大
群
が
現
れ
、
牙
で
岩
を
砕
き
、

地
な
ら
し
し
て
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
後
、
長
元
7
年(

1
0
3
4)

に
後
一
条
天
皇
よ
り元禄5(1692)年再建の山門

洛西三十三ヶ所第一番札

所でもある観音堂

龍の遊ぶ姿を思わせる巨大な五葉松・遊龍の松

水屋には竹の産地ならで

はのしつらえがあります
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の
礼
と
し
て
宮
成
は
馬
を
与
え
る
が
、
あ
と
で
惜
し
く
な
っ

て
仏
師
の
後
を
追
い
、
弓
で
射
殺
し
て
し
ま
う
。
馬
を
連
れ

て
家
へ
戻
る
と
、
そ
こ
に
い
た
の
は
左
胸
に
矢
が
さ
さ
っ
て

血
を
流
し
て
い
る
観
音
様
だ
っ
た
…
…
。

宮
成
は
こ
れ
を
悔
や
ん
で
改
心
し
、
こ
の
と
き
の
聖
観
音

が
穴
太
寺
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

仏
師
の
命
を
救
っ
た
観
音
様
は
「
身
代
わ
り
観
音
」
と
呼
ば

れ
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

■
日
本
の
伝
統
美
を
伝
え
る
本
坊
庭
園

長
い
歴
史
の
中
で
、
建
物
は
再
三
兵
火
に
よ
り
焼
失
し
、

現
存
の
伽
藍
は
、
江
戸
期
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
光
の
輪
王
寺
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
本
坊
は
、
江
戸
中

期
の
建
物
で
陣
屋
造
り
。
庭
園
は
近
年
発
掘
・
復
元
さ
れ
た

も
の
で
、
桃
山
時
代
の
石
組
み
を
残
す
池
泉
築
山
式
庭
園
で

す
。
午
後
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
中
で
、
し
ば
し
縁
側
に

た
た
ず
み
た
く
な
る
よ
う
な
日
本
ら
し
い
美
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
庭
園
で
す
。

地
元
の
人
々
の
深
い
信
仰
を
集
め
て
き
た
穴
太
寺
に
は
、

「
な
で
仏
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
木
彫
り
の
釈
迦
涅ね

槃は
ん

像
が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
の
住
職
が
、
天
井
裏
で
眠
っ
て

い
た
こ
の
像
を
見
つ
け
た
と
い
い
ま
す
。
安
ら
か
な
寝
顔
の

お
釈
迦
様
の
、
自
分
の
病
と
同
じ
部
分
を
な
で
る
と
病
気
が

治
る
と
さ
れ
、
全
身
つ
や
や
か
な
そ
の
さ
ま
に
、
人
々
の
思

い
を
感
じ
ま
す
。

■
懐
か
し
い
田
園
風
景
と
一
体
の
古
寺

京
都
市
街
か
ら
亀
岡
に
向
か
う
ル
ー
ト
の
中
で
、

保
津
川
峡
谷
の
美
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
う
な
ら
、

嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
す
。
の
ど
か
な
田
園
の

中
を
穴
太
寺
に
向
か
う
道
す
が
ら
も
、
白
壁
に
土

塀
の
農
家
が
点
在
し
、
い
に
し
え
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。

穴
太
寺
は
、
奈
良
時
代
末
期
の
慶
雲
2
年(

7
0
5)

、

文
武
天
皇
の
御
世
に
大
伴
古
麿

お
お
と
も
の
こ
ま
ろ

が
薬
師
如
来
像
を
安
置
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
、
丹
波
で
も
屈
指
の
古
刹
。

創
建
当
初
の
本
尊
薬
師
如
来
が
、
約
2
5
0
年
後
に
聖

観
音
に
代
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語
』
に
も

以
下
の
よ
う
な
説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
神
仏
を
信
じ
ぬ
こ
と
で
悪
名
の
高
い
宇
治
宮

成
と
い
う
男
が
い
た
。
こ
の
男
を
改
心
さ
せ
る
た
め
、
妻

が
京
都
の
仏
師
感
世
に
観
音
像
を
刻
ん
で
も
ら
っ
た
。
そ

桃山風の本坊庭園

四方の欄間に青龍、白虎、朱雀、

玄武神の見事な彫刻を配した優

雅で端正な姿の多宝塔 お堂に貼られた千社札が歴史を感じさせる

三差路になった道

ぞいにある山門
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延暦3年（784）桓武天皇が人心の一新をはか
るため、奈良の平城京より移った古代の都
跡。諸国の農民31万人もが造営にあたり、
規模は平安京に匹敵するものでした。

●
長
岡
京
跡

●
大
原
野
神
社

長岡京遷都の際、桓武天皇が奈良の春日大
社の分霊をまつった神社。門前には狛犬な
らぬ、神のお使いである神鹿の「狛鹿」が
置かれ、奈良の風情を伝えています。

●
保
津
川
下
り

亀岡から嵐山までの16キロ、四季を映して
流れる保津川の峡谷を縫って、約2時間の自
然と触れ合う船旅です。乗船料大人3,900円
保津川遊船企業組合　 0771-22-5846

●
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車

保津川沿いに嵯峨と亀岡を全長7.3キロ、所
要時間25分で結ぶ観光列車。四季折々の美
しい大自然を満喫させてくれます。片道大
人600円 嵯峨野観光鉄道(株) 075-861-7444

●西山「善峰寺」

●菩提山「穴太寺」

■観光の問い合わせ
京都市観光協会観光情報センター 京都市左京区岡崎最勝寺町 075-752-0227
「京都市観光文化情報システム」 http://raku.city.kyoto.jp/sight.phtml
亀岡市観光協会 亀岡市安町野々神8番地　　0771-25-5034
亀岡市役所H・P http://www.city.kameoka.kyoto.jp

京都府亀岡市曽我部
町穴太東の辻46■拝
観無料(内陣・庭園は

各300円)

0771-22-0605   ■御
詠歌 かかる世に生
れあふ身のあな憂

う

や
と 思はで頼め十声
ひと声■交通 JR亀
岡駅からバス7分

●京都西山の竹の子
畑一面に稲ワラを敷きその上に
用土を入れたり、元肥追肥を施
された西山の竹の子は、地下に
ある間に収穫するため白く柔ら
かく、あくが少なく歯ごたえが
良いと評判です。善峰寺参道・よ
しみねの里　 075-331-5521

京都市西京区大原野
小塩町1372
■拝観料入山400円
075-331-0020
■御詠歌 野をもす
ぎ山路に向ふ雨のそ
ら 善峰よりも晴る
る夕立
■交通 JR向日町駅
よりタクシー20分
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て
型
抜
き
し
て
飾
り
つ
け
ま
す
。
食
べ
る
直
前
に

の
ゼ
リ
ー
を
サ
イ
コ
ロ
型
に
切
っ
て
の
せ
ま
す
。

9

レ
ン
コ
ン
…
小
1
節
　
キ
ュ
ウ
リ
…
1
本

ワ
カ
メ
…(

も
ど
し
た
状
態
で)

40
〜
50
g

青
ジ
ソ(
大
葉)

…
8
〜
10
枚
タ
コ
…
80
〜
1
0
0
g

む
き
エ
ビ
…
8
〜
10
尾

酒
…
大
さ
じ
2
杯

イ
カ
…
小
1
／
2
パ
イ

ニ
ン
ジ
ン
…
少
々

卵
…
1
個

◇
キ
ラ
キ
ラ
ゼ
リ
ー

だ
し
汁(

削
り
カ
ツ
オ
、

昆
布)

…
1
0
0
cc

砂
糖
…
大
さ
じ
1
杯

赤
梅
酢
…
大
さ
じ
3
杯

粉
ゼ
ラ
チ
ン
…
5
g

水
…
50
ccキ

ュ
ウ
リ
は
小
口
か
ら
薄
い
輪
切
り
に
し
て

塩
水(

水
1
カ
ッ
プ
に
塩
小
さ
じ
1
杯)

に
5

〈
4
、5
人
分
〉

分
ほ
ど
つ
け
て
し
ん
な
り
し
た
ら
ザ
ル
で
水
を
切
り
、

さ
ら
に
ふ
き
ん
で
軽
く
押
さ
え
て
水
気
を
取
り
ま
す
。

レ
ン
コ
ン
は
皮
を
む
き
花
型
に
切
っ
て
約
5
mm
の
厚

さ
に
し
て
酢
水
に
さ
ら
し
、
そ
の
ま
ま
酢
水
で
ゆ
で

た
ら
冷
ま
し
ま
す
。

イ
カ
、
タ
コ
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
冷
ま
し
、
タ

コ
は
薄
切
り
、
イ
カ
は
輪
切
り
に
し
ま
す
。

ま
す
。
ワ
カ
メ
は
熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ
て
冷
水
に
と
り

固
い
部
分
は
除
い
て
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
り
ま
す
。

粉
ゼ
ラ
チ
ン
は
分
量
の
水
に
振
り
入
れ
て
ふ

や
か
し
、
湯
煎
に
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。
砂

●
レ
ン
コ
ン
は
少
し
酢
を
入
れ
て
ゆ
で
る
こ
と
で
白

く
き
れ
い
に
で
き
、
歯
切
れ
も
よ
く
な
り
ま
す
。

ゆ
で
た
レ
ン
コ
ン
は
少
量
を
あ
ら
か
じ
め
1
時
間

ほ
ど
赤
梅
酢
に
漬
け
て
使
う
と
、
白
と
赤
の
レ
ン

コ
ン
で
仕
上
が
り
が
さ
ら
に
華
や
か
に
な
り
ま
す
。

●
赤
梅
酢
が
な
い
場
合
は
、
三
杯
酢
の
ゼ
リ
ー
を
作

っ
て
代
用
で
き
ま
す
。
ゼ
リ
ー
は
早
め
に
作
っ
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

指
導
／
千
葉
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会

三
橋
早
苗

穴の開いたレンコンは「見

通しがきく」という意味で縁

起をかついで祝いの膳によく

使われてきました。食物繊維

が多く、ビタミンCやカリウ

ムも豊富です。晩秋から特に

多く出回るようになり3月まで

の冬季に7割ほどが消費されま

す。選び方のポイントは形が

ずん胴で皮がみずみずしくつ

やのあるものがよいでしょう。

★レンコンの花切り

扱いやすい幅に切り、穴に沿

って同じ方向に包丁を入れる。

一回りしたら上下を逆にして

持ち、同様に切れ込みを入れ

ればできあがり！

む
き
エ
ビ
は
背
わ
た
を
取
っ
て
酒
蒸
し
し
、
冷
ま
し

糖
を
入
れ
、
溶
け
た
ら
冷
ま
し
た
だ
し
汁
と
赤
梅
酢

を
少
し
ず
つ
混
ぜ
ま
す
。
バ
ッ
ト
に
流
し
入
れ
、
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
ま
す
。

手前／左から、キュウリ、レンコン(白と赤の2種類)。中
央／左から、もみじ型のニンジン、ワカメ、いちょう型の
薄焼き卵。奥／左から、エビ、イカ、タコ

小
鉢
に
青
ジ
ソ
を
敷
き
、

を
盛
り
合
わ

せ
、
ゆ
で
た
ニ
ン
ジ
ン
と
薄
焼
き
卵
を
作
っ
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10
月
27
日
に
東
成
田
〜
芝
山
千
代
田
間

2
・
2
km
が
開
通
す
る
芝
山
鉄
道
。
開
通

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月
2
日
に
芝

山
町
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
ベ
イ

Ｆ
Ｍ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を

観
は
ガ
ス
燈
を
配
す
る
な
ど
大
正
ロ
マ
ン

に
あ
ふ
れ
た
総
板
張
り
。

1
階
に
は
番
重

ば
ん
じ
ゅ
う

と
呼
ば
れ
羊
か
ん
を
並

べ
る
木
製
の
塗
り
箱
を
は
じ
め
、
番
頭
台

や
商
い
格
子
、
タ
ン
ス
な
ど
の
古
道
具
が

展
示
さ
れ
当
時
の
店
内
を
再
現
し
ま
す
。

ま
た
昔
の
羊
か
ん
を
復
元
製
造
し
販
売
す

る
ほ
か
、
一
般
客
の
俳
句
や
短
歌
を
展
示

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

2
階
で
は
羊
か
ん
の
技
術
開
発
や
変
せ

ん
の
ほ
か
、
昔
の
製
造
道
具
や
販
売
道
具
、

広
告
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
、
レ
ト
ロ
感
覚
あ
ふ
れ

る
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
全
国

か
ら
約
50
社
の
有
名
な
羊
か
ん
も
集
め
ら

れ
陳
列
さ
れ
ま
す
。
入
館
無
料
。

大正ロマンあふれる博物館。10月下旬オープン

成
田
市
上
町
に
建
設
中
で
今
年
10
月
下

旬
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
同
博
物
館

は
、
羊
か
ん
で
知
ら
れ
る
「
な
ご
み
の
米

屋
」(

本
社
・
成
田
市
、
諸
岡
孝
昭
社
長)

が
創
業
百
周
年
を
記
念
し
、
本
店
の
全
面

改
修
に
伴
い
店
舗
裏
側
に
建
設
。

鉄
骨
2
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
2
4

0
m2
。
江
戸
時
代
の
門
前
町
・
成
田
の
イ

メ
ー
ジ
に
統
一
し
た
本
店
に
合
わ
せ
、
外

は
じ
め
、
郷
土
芸
能
や
中
世
ド
イ
ツ
時
代

劇
の
上
演
、
大
抽
選
会
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
す
。
会
場
ま

で
は
新
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
運
行
。
新

駅
前
で
は
10
月
27
日
に
物
産
市
も
開
か
れ

ま
す
。

ま
た
芝
山
古
墳
群
で
有
名
な
同
町
で
は

毎
年
11
月
第
2
日
曜
日
に
ユ
ニ
ー
ク
な
芝

山
は
に
わ
祭
が
あ
り
ま
す
。
芝
山
古
墳
・

は
に
わ
博
物
館
で
は
復
元
住
居
な
ど
古
代

の
暮
ら
し
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
集
ま
る
県
最
東
端
の
犬
吠
埼
。
そ

の
シ
ン
ボ
ル
犬
吠
埼
灯
台
の
脇
に
今
年
春

に
開
館
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
灯
台
の
展

示
施
設
は
県
内
で
は
野
島
埼
灯
台(

白
浜

町)

に
次
い
で
2
番
目
で
す
。
灯
台
の
し

く
み
や
歴
史
、
航
路
標
識
の
種
類
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
犬
吠

埼
灯
台
の
初
点
灯
は
明
治
7
年
11
月
15

日
。
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ

ン
ト
ン
の
設
計
で
、
香
取
郡
高
岡
村

(

現
・
下
総
町)

の
土
を
練
っ
た
レ
ン
ガ
19

万
3
千
枚
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

芝
山
は
に
わ
祭
は
今
年
20
回
目
。
古

代
人
に
扮ふ

ん

装そ
う

し
た
行
列
が
見
も
の

日
本
一
早
い
初
日
の
出
に
毎
年
10
万
人 ●開通記念フェスティバルのお問い合わせ先　 0479-77-3907

●銚子市犬吠埼9576  0479-22-0244
●大人150円 子ども20円(灯台と共通)
●8：30～16：00 ※荒天の場合休み
●銚子電鉄犬吠駅から徒歩約10分

展示の目玉はフランス製の初代
投光レンズ。明治村(愛知県)から
里帰りしました



指定　 所 在　　 幹周(m) 樹高(m) 特別に呼称があるもの
県　長福寺(大原町) 4.8 10     「筆掛けの槙」
市　東光寺(銚子市) 3.2 18

市 佐倉市立美術館　　 3.0 19
駐車場(佐倉市)

市　鏡忍寺(鴨川市) 4.3        14 「降神の槙」
市　長福院(鴨川市) 3.8        14     「長福院のイヌマキ」
町　薬師寺(野栄町) 3.6        18
町　中央幼稚園(光町) 3.2        15
町　普賢院(芝山町) 3.8        18
町　釈迦寺(富浦町) 3.9       15 「釈迦寺の槙」

学 園 名　　　　　 所 在 地　　　　　 施 設 名　 学科名(一般課程)

京葉学園　　　　　　　 千葉市中央区仁戸名町666-2京葉学園校舎　　 福祉・生活・園芸・陶芸

東葛飾学園
浅間台校舎

松戸市大字上矢切299-1 松戸市総合福祉会館 福祉・生活

松戸市中矢切字北台492 園芸科教室　　　　園芸

江戸川台校舎 流山市美原1-158-2 江戸川台校舎　　　福祉・生活・陶芸

東総学園
銚子市台町2203 東総学園校舎　　　福祉・生活・陶芸　

神崎町神崎神宿字内沼54 園芸科教室　　　　園芸

外房学園
茂原市本小轡字一本松319-1 外房学園校舎　　　福祉・生活・陶芸

勝浦市串浜字原1836-1 園芸科教室　　　　園芸

南房学園
館山市北条838 南房学園校舎　　　福祉・生活

木更津市潮見2-13-1 園芸科教室　　　　園芸

館山市湊403-2 陶芸科教室　　　　陶芸

※学科名の太字は土・日開校を予定しているものです
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満
60
歳
以
上
を
対
象
と
す
る

県
の
生
涯
大
学
校
は
、
一
般
課

程
が
福
祉
・
生
活
・
園
芸
・
陶

芸
の
4
コ
ー
ス
で
2
年
制
で
す
。

一
般
課
程
卒
業
者
を
対
象
に
専

攻
課
程
も
あ
り
ま
す(

京
葉
・
東

葛
飾
学
園
の
み
。
2
年
制)

。

来
年
度
か
ら
は
都
市
部
の
学
園

吸
わ
な
い(

禁
煙)

」

を
大
原
則
と
す
る
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
開

催
会
場
は
県
内
に
4

カ
所
。
1
人
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

ま
た
岬
町
に
は
国

内
外
の
資
料
約
4
0

0
0
点
を
収
蔵
す
る

生
垣
や
公
園
な
ど
で
な
じ
み
深
い
県
の

木
・
マ
キ
。
房
総
半
島
を
北
限
と
す
る
暖

地
性
の
針
葉
樹
で
、
10
月
頃
に
赤
紫
色
の

花か

托た
く

の
上
に
白
緑
色
の
実
を
つ
け
ま
す
。

種
子
は
有
毒
。
県
内
の
マ
キ
の
巨
樹
の
う

ち
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

は
9
本
。樹
種
は
す
べ
て
イ
ヌ
マ
キ
で
す
。頼朝伝説が残る「筆掛けの槙」(長福寺)

で
土
・
日
曜
も
開
校
し
て
定
員
を
増
加
、

授
業
料
は
有
料
化
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

●11月中旬～「学生募集案内」配布
開始。請求は各市町村か県生涯
大学校事務局へ 043-266-4705

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

本 店 営 業 部

柏ローンプラザ

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

実　施　日

毎月18日

毎月第２金曜日

毎月８日

毎月16日

時 間

10:00

〜

15:00

お問い合わせ先

043-222-2121

04-7163-7272

047-422-5501

047-378-2511

の

10
月
25
〜
27
日
、
中
国
で
世
界
初
の
世

界
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、
6
年
後
の
北
京

五
輪
の
公
開
競
技
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

マ
ー
ジ
ャ
ン
。
も
は
や
賭か

け
事
で
は
な
く

世
界
で
親
し
ま
れ
る
21
世
紀
の
頭
の
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
日
本
健
康
麻
将
協
会
が
紹
介

し
て
い
る
「
賭
け
な
い
、
飲
ま
な
い(

禁
酒)

、

希
少
価
値
の
あ
る
美
術
品
。

卓
や
牌
に
は
愛
好
者
で
な

く
て
も
驚
く
は
ず

麻
雀
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
6
月
に
は
岬

町
な
ど
と
協
力
し
て
「
岬
町
ふ
れ
あ
い
麻

雀
大
会
」
を
開
催
。
自
治
体
の
参
加
は
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

●夷隅郡岬町中原1-2
0470-87-8886

●一般200円 高校生以下100円
●10：00～17：00 月曜休館
●JR太東駅から徒歩約25分
●毎月第3日曜日月例大会開催

※「幹周」は目線の高さの位置での幹の太さ(目通)で、樹高とともにおおよその数値
資料：「巨樹・巨木林調査報告書 関東版Ⅱ」(環境庁)、各市町より

〜

会 場 名　　　　 所 在 地　　　　開催日 開催時間 参加費 連 絡 先
千葉片岡　　　千葉市稲毛区小仲台2-5-14 月 木土 2000円※ 043-286-1185 片岡
千葉舞　　　　千葉市中央区本千葉町4-9 火 木　 10：00 1500円 043-225-0034 半澤
フラワー　　　松戸市新松戸2-118新松戸ビル5F 月　　　　 2500円 047-347-8071須々田
WAC船橋　　 船橋市本町7-11-14  月 水 金 16：00

2000円 047-424-4183 若林健康麻雀サロン天沼公園駐車場ビル2F 第1・2日
※土曜日は1700円　

天然記念物に指定されている県内のおもなマキ
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ち
ば
の
THE

FIRST

STORY

IN  CHIBA

■
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

(

0
4
3-

2
4
1-

0
1
2
5)

高
さ
1
2
5
ｍ
。
海
洋
展
示
室
、
ア
ク

ア
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
展
望
室
な
ど
。

開
館
時
間
／
9
時
〜
21
時(

6
〜
9
月)

9
時
〜
19
時(

10
〜
5
月)

休

館

日
／
年
末
年
始(

12
月
28
日
〜

1
月
4
日)

入

館

料
／
大
人
4
1
0
円
　
小
・
中

学
生
2
0
0
円

交
　
　
通
／
JR
京
葉
線
千
葉
み
な
と
駅

か
ら
徒
歩
10
分
。
JR
千
葉

駅
か
ら
「
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
」
行
き
バ
ス
終
点
下
車

■
ふ
な
ば
し
海
浜
公
園(

0
4
7-

4
3
5-

0
8
2
8)

潮
干
狩
り(

4
〜
6
月)

、
プ
ー
ル(

夏
期)

、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
、
野
球
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
時
間
／
9
時
〜
17
時

入
園
無
料
、
施
設
料
金
別
途

休

園

日
／
毎
週
月
曜
日(

月
曜
日
が
祝
日
ま
た
は
振
替

休
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日)

駐
車
料
金
／
普
通
車
1
日
5
0
0
円
　
大
型
車(

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
含
む)

同
2
0
0
0
円(

要
予
約)

交
　
　
通
／
JR
船
橋
駅
南
口
、
京
葉
線
二
俣
新
町
駅
か
ら

「
船
橋
海
浜
公
園
」行
き
バ
ス
終
点
下
車

千
葉
港
湾
事
務
所
に
よ
る
と
、
平
成
13
年
千
葉

港
の
貨
物
取
扱
量
は
1
億
5
8
7
0
万
ｔ
で
、
同

6
年
以
降
8
年
連
続
の
日
本
一
。
こ
の
う
ち
約
6

割
が
外
国
貿
易
貨
物
で
、
わ
が
国
有
数
の
国
際
貿

易
港
と
し
て
経
済
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
同
14
年
も
1
位
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
貿
易
貨
物
の
う
ち
輸
入
貨
物
が
約
9
割
強

を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
石
油
製
品
、
原

油
、
鉄
鉱
石
な
ど
。
こ
れ
ら
の
貨
物
の
う
ち
公
共

ふ
頭
で
の
取
扱
量
は
、
貨
物
全
体
の
わ
ず
か
約

6
・
5
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
残
り
の
す
べ
て
は
京

葉
シ
ー
バ
ー
ス
な
ど
、
民
間
企
業
の
専
用
ふ
頭
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

特
定
重
要
港
湾(
※)
千
葉
港
は
、
市
川
市
か
ら

袖
ヶ
浦
市
ま
で
の
東
京
湾
岸
6
市
に
ま
た
が
っ
て

い
ま
す
。
海
岸
線
延
長
1
3
2
㎞
、
そ
の
水
域
は

2
万
4
8
0
0
ha
に
お
よ
び
、
全
国
1
0
3
4
港

の
中
で
日
本
一
の
広
さ
で
す
。

※
特
定
重
要
港
湾
＝
外
国
貿
易
を
増
進
す
る
上

で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
指
定
さ
れ
た
港
。

★
周
辺
の
見
ど
こ
ろ

商
港
と
し
て
の
機
能
拡
充
を
め
ざ
す
千
葉
港
中
央
地
区

ポートタワーのクリスマス・イル
ミネーション(11月中旬～12月末)
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景行天皇の行幸に際し、安房で釣った堅魚と浜の白蛤を見事に

さばいて献上した侍臣。その名を記した鏡が高家神社の御神体

千倉町

千葉市
●
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高た
か

家べ

神
社
は
全
国
の
調
理
関
係
者
や
味

噌
・
醤
油
醸
造
業
者
か
ら
厚
い
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。
包
丁
式
は
年
2
回
。
10
月

17
日
の
旧
神か

ん

嘗な
め

祭さ
い

と
11
月
23
日
の
旧
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

に
披
露
さ
れ
ま
す
。
式
は
神
社
境
内
で

古
式
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
烏え

帽ぼ

子し

や
直ひ

た

垂た
れ

を
つ
け
た
関
東
近
県
の
調
理
師

や
板
長
な
ど
調
理
師
団
体
に
所
属
し
て
い

る
方
々
は
、
包
丁
と
ま
な
箸
だ
け
を
使
い
、

鯉
や
真
鯛
、
真
魚
堅

ま
な
が
つ
お

な
ど
に
指
一
本
ふ
れ

ず
調
理
し
ま
す
。
日
本
料
理
の
伝
統
を
今

に
伝
え
る
厳
粛
で
格
調
の
高
い
儀
式
で
す
。

同
神
社
は
元げ

ん

和な

6
年(

1
6
2
0)

、
現

在
の
宮
司
・
高
木
幹
直
さ
ん
の
先
祖
が
桜
の
木
の

下
か
ら
木
像
と
2
面
の
鏡
を
発
見
し
、
現
在
地
に

社
を
建
て
て
ま
つ
り
ま
し
た
。
口
承
に
よ
れ
ば
、

こ
の
鏡
面
に
記
さ
れ
た
磐
鹿
六
雁
命

い
わ
か
む
つ
か
り
の
み
こ
と

こ
そ
が
料
理

の
達
人
で
、
第
12
代
景け

い

行こ
う

天
皇
が
安
房
に
行
幸
さ

れ
た
折
、
自
分
の
弓
の
弦
で
釣
っ
た
堅
魚

か

つ

お

と
浜
の

白
蛤

し
ろ
う
む
ぎ

を
膾な

ま
す

に
し
て
献
上
。
天
皇
は
大
い
に
賞
味
さ

れ
、料
理
の
技
を
称
賛
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
御お

ん

命み
こ
と(

尊
称
を
高た

か

倍べ
の

神か
み)

は
宮
中
で
醤
油

醸
造
に
も
貢
献
。
御
命
の
名
入
り
の
鏡
は
、
高
家

神
社
の
御
神
体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
】

場
所
／
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
南
朝
夷
62

0
4
7
0(

4
4)

5
6
2
5(

社
務
所)

交
通
／
JR
内
房
線
千
倉
駅
か
ら
約
2
㎞
。

JR
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

包
丁
と
ま
な
箸
だ
け
で
調
理
す
る
見
事
な
包
丁
さ
ば
き

写真提供／
(財)千葉県観光協会



◆
選
・
指
導

田
谷

鋭(

歌
人)

船
橋
市
　
植
草
　
彦
次

海
浜
の
町
の
な
ご
り
と
し
て
特
殊
な
呼
名
が
残
っ
て
い

る
。
そ
の
記
録
と
し
て
珍
重
す
べ
き
作
。

《
添
削
例
》
塩
田
で
生
業
た
て
し
人
々
を

中
塩
場
さ
ん
と
今
も
噂
す

14

成
田
市
　
佐
藤
　
秋
子

ま
さ
に
「
夏
休
み
」
の
画
の
よ
う
な
風
景
。
活
力
的
で
、

か
つ
懐
し
い
。「
呼
び
あ
い
つ
」
を
変
え
て
み
た
。

《
添
削
例
》
夏
草
の
茂
み
の
な
か
を
呼
び
あ
い
て

蜻
蛉
追
い
ゆ
く
麦
わ
ら
帽
子

佐
倉
市
　
多
賀
井
　
と
り

国
際
事
情
と
商
い
の
道
。
視
野
の
広
い
作
品
と
言
え
よ

う
。
助
詞
の
「
に
」
の
重
出
を
避
け
て
み
る
。

《
添
削
例
》
パ
レ
ス
チ
ナ
の
を
と
こ
服
選
る
に
に
こ
や
か

な
り
女
店
主
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人

千
葉
市
　
伊
ケ
崎
　
佳
弘

「
老
い
」
の
段
階
の
初
期
あ
た
り
か
。
そ
の
点
に
ふ
れ

た
微
妙
な
作
と
し
て
注
目
。

《
添
削
例
》
老
い
た
り
と
思
え
ば
老
い
し
わ
が
体

無
理
せ
ず
楽
し
く
生
き
永
ら
え
む

茂
原
市
　
河
野
　
ひ
さ
江

現
代
の
二
種
類
の
人
物
を
描
き
、
考
え
さ
せ
る
所
が
あ

る
。

《
添
削
例
》
サ
ー
フ
ィ
ン
の
若
も
の
群
る
る
汀
辺
を

浮
き
樽
か
つ
ぎ
老
い
し
海
女
ゆ
く

館
山
市
　
石
原
　
稜
子

老
齢
の
人
の
大
方
に
、
覚
え
の
あ
る
孫
の
可
愛
ゆ
さ
を

歌
っ
て
納
得
さ
せ
る
。

《
添
削
例
》
孫
四
た
り
の
顔
浮
か
べ
つ
つ
ひ
ら
が
な
の

賀
状
書
く
間
も
わ
が
頬
ゆ
る
ぶ

鴨
川
市
　
小
原
　
秀
子

山
は
ざ
ま
の
道
で
あ
ろ
う
。
風
に
な
び
く
形
に
花
片
が

散
る
ら
し
い
。
静
け
さ
も
出
て
い
る
。

《
添
削
例
》
ふ
と
よ
ぎ
る
風
に
散
り
来
て
山
峡
の

さ
く
ら
幾
ひ
ら
田
の
面
彩
る

船
橋
市
　
矢
萩
　
俊

「
傘
の
分
だ
け
」
が
童
心
に
近
い
表
現
。
さ
ら
に
花
、

と
続
く
と
こ
ろ
に
優
し
さ
あ
り
。

《
添
削
例
》
雨
の
日
は
傘
の
分
だ
け
列
延
ぶ
る

バ
ス
停
の
わ
き
の
紫
陽
花
の
花

市
原
市
　
秋
田
　
吉
衛

人
の
肩
ご
し
の
石
楠
花
に
な
ご
む
山
あ
る
き
の
ひ
と
と

き
。
言
外
に
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

《
添
削
例
》
秩
父
路
を
歩
き
つ
か
れ
た
肩
ご
し
に

し
ゃ
く
な
げ
の
花
の
和
む
う
す
紅
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市
原
市
　
秋
葉
　
好
男

素
直
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
素
朴
な
実
感
を
生
か

し
て
、
俳
句
と
し
て
の
表
現
を
も
う
す
こ
し
練
り
あ
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。
歩
く
一
歩
と
い
う
あ
た
り
を
す
っ
き
り
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
山
道
を
た
ど
り
て
ゆ
け
ば
夏
近
し

雑
誌
の
投
句
に
も
多
い
よ
う
で
す
。
さ
て
こ
の
句
で
す
が
、

上
五
・
中
七
は
あ
ま
り
に
も
正
直
で
俳
句
の
表
現
と
し
て

の
面
白
味
と
い
う
か
味
わ
い
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
を

直
し
て
ゆ
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
定
年
の
の
ち
の
暇

い
と
ま

や
春
の
雨

千
葉
市
中
央
区
　
大
土
　
三
郎

こ
の
ま
ま
で
も
一
応
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は

静
か
な
場
所
に
あ
る
棚
田
な
の
に
、
稲
雀
が
や
っ
て
き
て

さ
わ
が
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
静
か
な
る
棚
田
、
そ

の
棚
田
を
さ
わ
が
し
て
い
る
と
い
う
書
き
方
を
整
理
し
て

み
ま
す
と
、
作
者
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

《
添
削
例
》
静
か
な
る
棚
田
に
ぎ
わ
す
稲
雀

浦
安
市
　
松
本
　
五
軒
町

輝
く
よ
う
な
晴
れ
た
日
。
連
翹
の
黄
の
ま
ば
ゆ
さ
が
人

の
襟
あ
し
に
映
っ
て
黄
色
に
染
め
る
ほ
ど
だ
と
い
う
、
そ

の
感
じ
は
よ
く
分
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
と
ば
の
あ
っ
せ

ん
を
す
こ
し
変
え
て
み
ま
す
。
比
べ
て
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ

四
街
道
市
　
津
金
　
正
子

気
が
つ
く
と
ふ
る
さ
と
の
言
葉
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

経
験
は
よ
く
あ
る
こ
と
。
知
ら
ぬ
間
と
い
う
の
も
実
感
と

お
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
漢
字
が
多
す
ぎ
ま
す
。

《
添
削
例
》
い
つ
し
か
に
ふ
る
さ
と
言
葉
春
浅
し

◆
選
・
指
導

黒
田

杏
子(

俳
人)

鎌
ヶ
谷
市
　
吉
原
　
隆
士

こ
の
ま
ま
で
も
一
句
の
情
景
は
見
え
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
托
鉢
僧
は
歩
い
て
ゆ
く
わ
け
で
す
。
動
い
て
ゆ
く
そ

の
僧
の
笠
に
青
蛙
が
居
る
と
い
う
こ
と
は
面
白
い
こ
と
で

あ
り
、
発
見
で
あ
り
、
め
っ
た
に
な
い
出
会
い
で
す
。
中

七
を
吟
味
し
て
み
ま
す
。「
止
ま
り
し
」
を
「
と
ど
ま
る
」

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
托
鉢
僧
と
共
に
前
進
す
る
青
蛙

の
存
在
が
出
て
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
托
鉢
の
笠
に
と
ど
ま
る
青
蛙

野
田
市
　
逆
井
　
マ
サ
枝

定
年
と
い
う
節
目
、
そ
の
前
後
の
生
活
を
詠
ん
だ
句
を

よ
く
目
に
し
ま
す
。
私
が
選
句
を
担
当
し
て
い
る
新
聞
や

船
橋
市
　
寺
田
　
静

素
朴
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
臨
場
感
の
あ
る
表
現
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
吸
い
こ
ま
れ
行
く
と
い
う
感
じ
を

も
う
す
こ
し
別
の
言
い
方
で
書
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と

も
か
く
藤
棚
に
消
え
て
し
ま
っ
た
白
い
蝶
を
言
い
た
い
訳

で
す
か
ら
、
そ
こ
に
焦
点
を
あ
て
て
。

《
添
削
例
》
藤
棚
に
吸
い
こ
ま
れ
た
る
白
き
蝶

を
よ
く
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。「
映
る
」
か
「
照
る
」
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
。

《
添
削
例
》
襟
あ
し
に
照
る
連
翹
の
黄
な
り
け
り

※
6
月
30
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
14
年
12
月
31
日
で
す
。
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に
整
理
整
頓
を
心
が
け
る
。手
す
り
な
ど
を
付
け
る
。

入
浴
の
時
に
は
特
に
注
意
を
す
る
。
座
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
立
ち
上
が
る
時
な
ど
頭
を
急
に
動
か
さ
な

い
。
特
に
夜
起
き
る
時
に
は
部
屋
を
明
る
く
し
、
目

標
を
確
認
し
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
。
電

気
の
ス
イ
ッ
チ
が
近
く
に
な
い
時
に
は
、
動
く
も
の

を
感
知
し
て
付
く
電
灯
な
ど
を
利
用
し
て
、
目
的
の

場
所
ま
で
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
周
囲
の
方
が
日
頃

か
ら
細
か
く
注
意
を
払
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
転
ん
で
骨
折
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
日
常
生
活
の
注
意
は
、
た

い
へ
ん
に
重
要
で
す
。

勝
　
目
　
宏

千
葉
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
会
副
委
員
長
・
勝
目
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

現
在
50
歳
以
降
の
方
は
若
い
時
に
は
今
ほ
ど
交
通

機
関
に
頼
る
こ
と
な
く
、
ご
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と

が
多
か
っ
た
世
代
で
す
。
で
は
今
の
若
い
世
代
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
明
ら
か
に
運
動
能
力
が
落
ち
、
体
力

の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
ほ
ど
無
理
に

で
も
体
を
動
か
す
こ
と
の
な
く
な
っ
た
世
代
だ
と
思

い
ま
す
。食
事
の
内
容
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

極
端
に
言
え
ば
昔
は
和
食
、今
は
洋
食
・
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
の
時
代
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

は
言
う
に
及
ば
ず
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
中
心
の
食

生
活
、
偏
食
や
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
偏
り
は
大
変
に
危
惧
さ
れ
ま
す
。
現
在
50

歳
以
上
の
女
性
の
3
〜
4
人
に
1
人
が
骨
粗
鬆
症
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
10
代
20
代
の
若
い
世
代
が

あ
と
30
〜
40
年
先
、
こ
の
数
値
が
2
〜
3
倍
に
な
る

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
今
か
ら
な
に
か
手
を
打
っ
て
お

か
な
い
と
、将
来
非
常
に
深
刻
な
事
態
に
な
り
ま
す
。

骨
粗
鬆
症→

骨
が
折
れ
る(

骨
折)→
ベ
ッ
ド
上
の

生
活(

寝
た
き
り)

と
い
う
流
れ
は
理
解
で
き
ま
す

ね
。
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
る
骨
折
の
ひ
と
つ
が
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

頸け
い

部ぶ

骨こ
っ

折せ
つ

、
太
も
も
の
骨
と
骨
盤
と
を
つ
な
ぐ

部
分
の
一
番
細
く
負
担
の
か
か
る
場
所
で
す
。
こ
の

骨
折
を
起
こ
す
と
歩
け
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
が
背
骨

の
圧あ

っ

迫ぱ
く

骨こ
っ

折せ
つ

で
、骨
が
つ
ぶ
れ
て
形
が
く
ず
れ
ま
す
。

こ
の
骨
折
は
腰
痛
の
原
因
に
な
り
、
ひ
ど
け
れ
ば
歩

く
の
に
支
障
が
で
ま
す
。

さ
て
寝
た
き
り
に
な
る
と
「
廃
用
症
候
群

は
い
よ
う
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

」
と
い

う
状
態
に
な
り
ま
す
。
運
動
不
足
や
日
頃
の
活
動
性

が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

や
そ
の
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
病
気
が
治
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
寝
た
き
り
に
な
っ
て
身
体
を
動
か
さ
な
く

な
る
と
、
骨
は
さ
ら
に
弱
く
な
る(

骨
粗
鬆
症
の
悪

化)

、
関
節
が
硬
く
な
る
、
皮
膚
が
弱
く
な
る(

床
ず

れ)

、
心
臓
や
血
管
の
耐
久
性
が
な
く
な
る(

脈
が
速

く
な
る
、
血
圧
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
い)

、
脳

へ
の
刺
激
が
少
な
く
な
る(

痴
ほ
う
の
進
行)

な
ど
の

状
態
に
な
り
ま
す
。
特
に
痴
ほ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
あ
る
い
は

お
孫
さ
ん
の
将
来
を
も
考
え
、
一

家
の
中
に
つ
ま
づ
き
易
い
も
の

を
置
か
な
い
。
歩
き
や
す
い
よ
う

次
に
こ
れ
か
ら
の
世
代
へ
の
警
鐘
で
す
。
骨
を
強

く
す
る
の
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
若
い
と
き
特
に
骨
の
基
本
が
完
成
さ
れ
る
10
〜

20
歳
代
に
運
動
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
将
来

骨
粗
鬆
症
に
な
る
確
率
が
違
っ
て
き
ま
す
。
運
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
骨
が
刺
激
を
受
け
て
、
骨
を
強
く

し
ま
す
。

緒
に
次
の
世
代
の
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
機
会
に
皆
さ
ん
で
普
段
の
食
事
や
日
常

生
活
を
見
直
し
つ
つ
、
将
来
の
日
本
を
考
え
て
み
る

の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
決
し
て
大
袈
裟
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



大川　義雄さん（72歳）＜佐倉市＞

防犯などパトロールは夜に行われますが、毎

朝6時半から約2時間愛犬・プリマの訓練を兼

ねた散歩は欠かしません。これが健康法です

ま
す
。
「
訓
練
に
終
わ
り
は
な
く
、
ま
た
訓

練
中
に
決
し
て
怒
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
褒

め
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と
で
す
。
人
間
と
同

じ
で
す
か
ね
」
と
大
川
さ
ん
。

佐
倉
署
管
内
特
殊
防
犯
協
力
会
員
、
少
年

警
察
協
助
員
な
ど
を
務
め
、
青
少
年
健
全
育

成
住
民
会
議
に
も
参
加
、
プ
リ
マ
と
一
緒
に

地
域
の
巡
回
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
地
域

の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
な
ら
ば
」。

72
歳
と
は
思
え
な
い
若
々
し
さ
で
し
た
。

自
営
業
で
嘱
託
警
察
犬
訓
練
士
の
大
川
さ

ん
は
県
内
31
人
の
訓
練
士
の
中
で
最
も
長
い

経
験
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
愛
犬
プ
リ
マ
は
シ

去
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
が
育
て
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。翌
年
に
警
察
犬
訓
練
士
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
プ
リ
マ
を
含
め
て
7
頭
の
警
察

犬
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

プ
リ
マ
は
家
庭
犬
と
同
様
に
、
最
初
は
ボ

ー
ル
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

次
い
で
直
線
上
の
見
え
る
場
所
か
ら
曲
が
っ

た
道
、
遺
留
品
を
想
定
し
て
1
種
類
か
ら
多

種
類
の
品
物
に
す
る
、
場
所
や
状
況
に
変
化

を
つ
け
複
雑
化
し
た
訓
練
を
忍
耐
強
く
続
け

ェ
パ
ー
ド
の
メ
ス
7
歳
。
人
間

で
言
え
ば
働
き
盛
り
の
40
代
。

今
年
6
月
、
プ
リ
マ
と
大
川

さ
ん
は
佐
倉
署
の
要
請
で
、
前

夜
か
ら
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

た
痴
ほ
う
症
の
女
性(

84
歳)

の

捜
索
活
動
に
参
加
。
2
日
目
の

夜
、
プ
リ
マ
は
自
宅
近
く
の
竹

や
ぶ
の
中
で
あ
お
向
け
に
な
っ

て
倒
れ
て
い
た
女
性
を
発
見
、

無
事
に
保
護
し
ま
し
た
。
こ
の

大
手
柄
に
よ
り
佐
倉
署
か
ら
署

長
感
謝
状
と
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

1
9
7
5
年(

昭
和
50)

、
大

川
さ
ん
は
飼
っ
て
い
た
シ
ェ
パ

ー
ド
を
初
め
て
直
轄
訓
練
所
に

預
け
ま
し
た
が
、
犬
を
可
愛
が

っ
て
い
た
子
ど
も
に
泣
か
れ
た

こ
と
、
さ
ら
に
訓
練
の
途
中
で

担
当
の
訓
練
士
が
同
訓
練
所
を

39
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え
ま
す
。
亀
山
大
橋
の
手
前
、「
三
石
山
」

の
大
き
な
看
板
で
右
に
曲
が
り
ま
す
。
民

家
が
途
切
れ
る
と
徐
々
に
車
道
の
勾
配
は

き
つ
く
な
り
ま
す
。
左
手
に
裏
参
道
の
ト

ン
ネ
ル
を
見
送
っ
て
そ
の
ま
ま
直
進
し
ま

す
。
急
カ
ー
ブ
を
車
に
注
意
し
な
が
ら
登

っ
て
い
く
と
、
斜
面
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

自
生
の
ヤ
マ
ハ
ギ
が
見
え
ま
す
。
駅
か
ら

約
90
分
で
三
石
観
音
の
駐
車
場
に
到
着
。

二
つ
の
山
門
を
く
ぐ
る
と
護
摩
堂
が
あ
り
、

そ
の
奥
に
三
つ
の
巨
岩
に
抱
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
本
堂
が
建
っ
て
い
ま
す
。
向
か

小
櫃
川
上
流
に
あ
る
亀
山
湖
は
県
下
最

大
の
ダ
ム
湖
で
バ
ス
釣
り
や
ボ
ー
ト
遊
び

が
で
き
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
ま
す
。
湖
や

そ
こ
に
流
れ
込
む
川
や
沢
に
大
小
25
も
の

橋
が
架
か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
眺
め
も
楽
し

め
ま
す
。
湖
の
南
に
位
置
す
る
三
石
山
は

標
高
2
8
1
m
。
頂
上
に
三
石
山
観
音
寺

(

三
石
観
音)

が
あ
り
、
周
囲
の
自
然
林
は

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
R
久
留
里
線
の
終
点
・
上
総
亀
山
駅

で
下
車
し
右
へ
。
民
家
の
間
を
抜
け
て
広

い
車
道
に
出
た
ら
左
折
。
す
ぐ
に
湖
が
見

っ
て
左
側
に
奥
の
院
へ
の
細
い
階
段
が
あ

り
、
岩
の
間
を
抜
け
る
と
山
頂
で
す
。
狭

い
で
す
が
西
と
南
方
向
の
展
望
は
開
け
て

い
ま
す
。
願
か
け
の
ハ
ン
カ
チ
が
山
ほ
ど

結
ば
れ
た
手
す
り
の
向
こ
う
に
高
宕
山
や

鹿
野
山
、
富
士
山
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。

下
山
は
裏
門(

14
時
閉
門)

か
ら
ス
ギ
林

の
続
く
石
段
を
降
り
ま
す
。
こ
の
裏
参
道

は
県
下
有
数
の
シ
ダ
植
物
の
宝
庫
で
す
。

ほ
ど
な
く
舗
装
さ
れ
た
道
に
出
て
さ
ら
に

下
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
表
参
道
と

合
流
し
ま
す
。
湖
ま
で
下
り
て
き
た
ら
湖

の
西
半
分
を
一
回
り
す
る
よ
う
に
橋
を
巡

り
ま
す
。
い
く
つ
も
の
公
園
や
ボ
ー
ト
の

上
か
ら
紅
葉
を
満
喫
で
き
ま
す
。
亀
山
温

泉
か
ら
駅
ま
で
は
約
15
分
の
道
の
り
で
す
。

久
留
里
線
の
本
数
が
少
な
い
の
で
乗
り
継

ぎ
な
ど
を
確
認
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉

上
総
亀
山
駅→

三
石
観
音→

草
川
原
公
園

→

月
毛
公
園→

亀
山
温
泉→

上
総
亀
山
駅

◎
約
3
時
間
20
分

※
参
拝
、
休
憩
時
間
等
除
く

ロ
ー
カ
ル
線
の
終
点
で
見
つ
け
た
遅
い
秋

三
石
山
と
亀
山
温
泉
千
葉
県
君
津
市

秋空が湖面に映える亀山湖。紅葉の見ごろは11月下旬からです　 財 千葉県観光協会
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山頂からの眺望。右奥の丘陵地が鹿野山。富士山も遠望できます

平成10年にできた
護摩堂。三石観音は
海難よけと縁結びに
霊験があります

●電車の場合(往復約3時間半・2,560円)

千葉駅(JR内房線)→木更津駅(JR久留里線)→上総亀山駅
●車の場合　館山自動車道・姉崎袖ヶ浦I.Cから県道千葉鴨川線→国道

410号→国道465号を南下、約28km
〔イベント／お問い合わせ先〕
★オータムフェスティバル　11月17日～12月1日(予定)

君津市観光協会亀山支部 0439-39-2969
★君津市ぐるっと一周スタンプラリー(12月1日まで)

君津市商工観光課　 0439-56-1325
◆君津市役所H・P http://www1.sphere.ne.jp/KIMITUSI/

湖畔の高台にあり、大浴場からの展望がよい。
窓辺には枝を広げた桜が数本あるので、春もお
すすめです。
◆泉質／ヨウ素臭素重曹食塩泉
◆効能／リウマチ、神経痛、肩こり、腰痛、

疲労回復
●日帰り入浴／11：30～18：00
大人　1,000円、3歳～小学生　800円
亀山温泉ホテル　 0439-39-2121

亀亀
山山

木更津と上総亀山を結ぶ久留里線

月毛公園から眺めた亀山湖

本堂を覆う巨大な岩は凝灰質れき岩

裏
参
道
の
石
段
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船
橋
市
東
部
公
民
館
で
年
2
回
開
催
さ
れ
て

い
る
歌
舞
伎
講
座
の
修
了
生
の
中
か
ら
、
特
に

芝
居
好
き
が
集
ま
っ
て
平
成
10
年
に
結
成
。
会

員
は
60
代
の
女
性
を
中
心
に
40
人
で
、
最
高
齢

者
は
86
歳
で
す
。
指
導
者
は
歌
舞
伎
講
座
の
講

師
を
13
年
間
務
め
て
い
る
内
田
順
章
さ
ん
で
す
。

毎
月
第
3
火
曜
日
の
定
例
会
で
は
ビ
デ
オ
鑑

賞
を
し
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
公
民
館
を
飛
び

出
し
て
歌
舞
伎
散
歩
会
を
実
施
。
今
回
は
佐
倉

惣
五
郎
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
、
佐
倉
市
将
門

町
の
口
ノ
宮
大
明
神
と
成
田
市
の
宗
吾
霊
堂

(

東
勝
寺)

を
巡
り
ま
し
た
。
惣
五
郎
は
領
主
の

厳
し
い
年
貢
の
取
り
立
て
に
困
り
、
将
軍
に
直

訴
し
て
死
罪
と
な
っ
た
江
戸
時
代
の
義
民
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

散
歩
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
・
四
谷
や

鎌
倉
へ
も
足
を
延
ば
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
せ

り
ふ
の
勉
強
会
や
歌
舞
伎
専
門
の
藤
浪
小
道
具

へ
の
見
学
、
年
2
回
の
観
劇
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
向
か
ら
そ
の
面
白
さ
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

「
定
例
会
の
ほ
か
は
、
ご
自
分
の
関
心
や
体

力
に
合
わ
せ
皆
さ
ん
自
由
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
内
藤
美
禰
子
会
長
。
内
田
先
生
は
「
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
ま
す
が
、
最
大
の
魅
力
は
や

は
り
生
の
舞
台
」
と
強
調
。
平
成
12
年
か
ら
は

同
公
民
館
の
文
化
祭
展
示
に
も
参
加
し
、
よ
り

多
く
の
人
に
歌
舞
伎
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

●
同
会
は
定
員
制
で
す
。
申
し
込
ん
で
お
き
、

欠
員
が
出
た
際
に
順
に
入
会
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
同
公
民
館

０
４
７(

４
７
７)

７
１
７
１

（船橋市）

39

宗吾御一代記館で直訴の場面を見学する

一行（撮影協力・宗吾霊堂、宗吾御一代記館）

希望者対象のせりふ勉強会
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宗吾霊堂本堂。惣五郎の受刑から今年でちょうど350年。11月中旬に大祭があります

惣
五
郎
父
子
の
墓
の
前
で
語
る
内
田

先
生(

左)

と
内
藤
会
長

小見川大橋の上に広がる大夕焼け。一面

の「いわし雲」が珍しく、企業のカレンダ

ーにも採用された作品。今年から応募し始

めた専門誌『日本フォトコンテスト』7月

号ではネイチャーフォトの部13位、カラー

写真の部で2位。

相棒はペンタックス67か645。キヤノン・

イオスの時も。「全自動で誰でもそれなり

に撮れる時代だからこそ、何を撮りたいか

はっきりさせないと」。利根光影会所属。

向後寛治さん(香取郡小見川町・55歳)

年2回、東京銀座・歌舞伎座へ

出かけ、生の芝居にふれ楽しさ

を共有します



※L.O.＝ラストオーダー　※特に記載のお店以外は消費税別途となります。

船橋市本町1-12-12
047-433-3131

JR船橋駅から徒歩8分
11：30～14：00、15：30～
22：00（日・祭日は～21：00）
※L.O.閉店30分前
なし　　約10台
テーブル60席
座敷大小10室
40名様まで

天井が高く明るいテーブル席。同店の

ホームページで慶弔仕出しの予約もで

きます（市内及びその周辺。4000円～。）

また割引クーポンもついています。

http://www.inariya.co.jp/
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レ
ン
ガ
の
壁
が
印
象
的
な
二
階
建
て
で
、
店
内
は
清

潔
感
あ
ふ
れ
る
快
適
空
間
で
す
。
焼
肉
の
タ
レ
は
〈
甘

口
〉
と
〈
さ
っ
ぱ
り
〉
の
2
種
類
。
ど
ち
ら
も
薄
味
な

の
は
「
肉
本
来
の
味
を
生
か
す
た
め
」
と
店
主
の
小
川

さ
ん
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー
は
4
人
用
が
7
0
0
0

円
、
ペ
ア
セ
ッ
ト
4
0
0
0
円
。
宴
会
コ
ー
ス(

3
0

0
0
円
コ
ー
ス
は
カ
ル
ビ
や
タ
ン
な
ど
10
品
、
飲
み
物

別)

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。
石
焼
ビ
ビ
ン
バ
8
5

0
円
な
ど
の
御
飯
物
も
お
い
し
い
の
は
、必
要
な
量
を

少
し
ず
つ
精
米
し
て
い
る
た
め
。

船
橋
〜
四
街
道
〜
千
葉
★
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典

＝
所
在
地
　
　
＝
交
通
　
　
＝
営
業
時
間
　

＝
定
休
日

＝
駐
車
場

●
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
炭
火
焼
肉

「
煉れ

ん

華が

亭て
い

」
（
四
街
道
市
）ステンドグラスや照明など凝ったイン

テリアの1階。壁の額絵は坂東三十三

カ所観音霊場のシリーズ。2階は和室。

四街道市めいわ1-25-17
043-432-0429
国道51号線・吉岡十
字路から車で約5分
17：00～23：00
水曜日
約20台
座敷40人、テーブル24席
40名様まで※宴会コー
スは3日前までに予約

●
伝
統
を
受
け
継
ぐ
老
舗
料
亭

「
稲
荷
屋
」

創
業
1
3
7
年
の
歴
史
を
誇
る
割
烹
料
亭
で
、
店
主

の
石
井
さ
ん
は
5
代
目
。
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
部
で
は
テ

ー
ブ
ル
席
で
気
軽
に
本
格
日
本
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。

関
東
風
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
鰻
蒲
焼
は
備
長
炭
で
焼
く

伝
統
の
味
で
、
鰻
定
食
1
9
5
0
円
。
一
汁
七
菜
水
菓

子
付
き
の
コ
ー
ス
「
稲
荷
屋
膳
」
3
9
0
0
円
も
好
評

で
す
。
秋
の
一
品
料
理
に
登
場
す
る
の
は
キ
ス
、
カ
マ

ス
、
ス
ズ
キ
、
コ
ハ
ダ
な
ど
地
元
三
番
瀬
・
江
戸
前
の

魚
で
す
。
店
の
奥
に
は
季
節
喰
切
料
理(

5
0
0
0
円

〜)

を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
数
寄
屋
座
敷
が
あ
り
ま
す
。

（
船
橋
市
）

●
ゆ
っ
た
り
楽
し
む
南
欧
料
理

「
ア
ブ
リ
・
ダ
ン
ジ
ュ
”天
使
の
隠
れ
家
“
」（
千
葉
市
）

オ
ー
プ
ン
し
て
3
年
。
ワ
イ
ン
好
き
の
板
倉
オ
ー
ナ

ー
の
私
邸
だ
っ
た
店
内
は
、
そ
の
名
の
通
り
食
事
と
会

話
を
楽
し
む
落
ち
つ
い
た
大
人
の
雰
囲
気
で
す
。
季
節

ご
と
に
変
わ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ラ
ン
チ
が
1
0
0
0
円

(

数
量
限
定)

〜
4
5
0
0
円
、
デ
ィ
ナ
ー
が
3
5
0
0

円
〜
7
5
0
0
円
の
そ
れ
ぞ
れ
5
コ
ー
ス
。
フ
ラ
ン
ス

ワ
イ
ン
は
1
2
0
種
以
上
を
用
意
。「
ソ
ー
ス
に
自
信

あ
り
ま
す
」
と
語
る
支
配
人
兼
料
理
長
の
熊
谷
シ
ェ
フ

の
も
と
に
は
地
元
の
契
約
農
家
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、
無
農

薬
野
菜
が
届
け
ら
れ
、
旬
が
味
わ
え
ま
す
。中庭がある1階のテーブル席。夜間はイ

ルミネーションで美しく演出されます。

レストランウェディング（50名様まで）

受付中。年に2、3回コンサートも開催。

千葉市中央区松波4-13
-16 043-284-8801
千葉都市モノレール作
草部駅から徒歩約5分
11:30～15:00（L.O.14:00)
17:00～22:00（L.O.20:30)
月曜日 16台
1階50席、2階個室4
※ランチ、ディナーと
もに予約がおすすめ




